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スライド 1 

 

 

本システムを利用するには、まず初めにアカウントの登録が必要です。 

経済産業省がサービスを提供しているGビジネスIDをお持ちの方は、本システムでアカウント

登録しなくても、GビジネスIDを使って本システムを利用することができます。 

ここでは、本システムの機能でアカウント登録する方法をご案内します。 

では、始めましょう！ 

本システムでアカウントを登録するには、GビジネスIDを利用されない方の「ログイン」ボタ

ンの右横にある、「アカウントの作成はこちら」のリンクをクリックします。 
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スライド 2 

 

 

リンクをクリックすると、担当者基本情報登録画面が表示されます。 

こちらの画面で、本システムの情報入力についてご説明します。 

タイトルにオレンジの帯があり、入力域が黄色くなっている項目は、必須項目となります。 

タイトルに青の帯があり、入力域が白い項目は任意項目となります。 

ここでは、まずエラー表示を確認するために、何も入力していない状態で「次へ」ボタンをク

リックしてみます。 
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※本システムを利用するためのログインIDとなります。

※本システムを利用するためのパスワードとなります。

※パスワード忘れの際に利用される情報です。

 

 

本システムから通知される様々なメールは、担当者のメールアドレスに対して送付されます。 

 

また、ここで入力した電子メールアドレスとパスワードが、本システムを利用するためのログ

インＩＤ及びパスワードとなります。 

秘密の質問と答えはパスワード忘れの際に利用される情報となります。 

 

担当者基本情報の入力が完了したら「次へ」ボタンをクリックします。 
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スライド 8 

※屋号/商号が無い場合は、代表者氏名を入力してください。

 

 

事業形態が個人の場合、法人との違いは、法人番号や会社名ではなく、屋号/商号を入力しま

す。 

屋号/商号が無い場合は、代表者の氏名を入力してください。 
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※個人の場合は、代表者の自宅住所を入力してください。

※個人の場合は、代表者の生年月日が必須となります。

 

 

住所は代表者の自宅住所を記載ください。 

また、個人の場合は、代表者基本情報で代表者の生年月日が必須となりますので、代表者の生

年月日を設定してください。 

 

食品等事業者の基本情報の入力が完了したら「確認」ボタンをクリックします。 
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確認画面で入力内容に問題が無ければ「登録」ボタンをクリックします。 

ダイアログで「OK]をクリックすると情報が登録されます。 
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登録完了画面が表示されます。 

登録されたアカウント情報は仮登録状態となります。 

本登録するためのURLが記載されたメールが担当者のメールアドレスに通知されますので、 

本登録処理を進めてください。 
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食品衛生申請等システムからの通知案内

食品衛生申請等システムのご利用、誠にありがとうございます。
本システムを利用するにあたり、アカウントの新規登録の申請を受付けました。

【利用者名】食品花子
【屋号、商号】食品商店

24時間以内に、下記URLにアクセスしてアカウント登録を完了させてください。

https://ifas.mhlw.go.jp/faspub/_link.do?i=IO_S010102_1&p=61742eb47ecd4e4da7ee012b9735ea8a&p=/faspte

※アカウント登録の完了をせずに24時間を経過してしまった場合は、再度アカウント登録から実施ください。

●アカウント有効化後、次回のログインはこちらから
※※ログインIDは、メールアドレスです ※※

https://ifas.mhlw.go.jp/faspte/

●よくある質問（FAQ）

https://ifas.mhlw.go.jp/faq.htm
●マニュアル

https://ifas.mhlw.go.jp/manual/

※ご案内のメール内容につきまして、身に覚えがない場合は、本メールを破棄ください。
また、本メールは送信専用アドレスを使用しているため、返信されても受信できません。
ご了承ください。

 

 

通知されるメールは、こちらのような内容のメールとなります。 

アカウントの有効期限は仮登録されてから24時間となりますので、速やかに登録処理を進めて

ください。 

【補足】 

通常であれば、メール通知は5分以内には届きます。 

登録したメールアドレスに誤りがある場合や、ifas.mhlw.go.jpドメインからのメールが受信で

きない設定となっている場合には、メールが届きませんので再度ご確認ください。 

また、迷惑メールフォルダなどへ振り分けられてしまっている場合がありますので、ご確認く

ださい。 
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アカウント登録を完了させるURLにアクセスすると、食品等事業者有効化のページが開きま

す。 

ここで、「アカウント有効化」のボタンをクリックすると、 
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スライド 14 

 

 

「ただいまアカウントの有効化を実施しております。」と表示された後に、ログイン後のTopペ

ージが表示されます。 

画面右上にログインされた方の情報が表示されます。 

 

【補足】 

初回は、有効化とともに自動的にログインしてTop画面が表示されますが、 

次回以降のログインは、本システムのログインページからIDとパスワードを入力してログイン

します。 

ここでは、一度ログアウトしてみます。 

 

 

  



2 / 57 

スライド 2 

 

 

表示されたログイン後のTopページの右メニューから、「営業許可の申請」をクリックします。 
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スライド 3 

申請者情報

担当者情報

申請中営業施設一覧

発行済営業施設一覧

 

 

「営業許可の申請」をクリックすると、営業許可施設の一覧画面が表示されます。 

こちらが営業許可施設の一覧画面の全体イメージとなります。 

画面の構成は上から、申請者情報、担当者情報、申請中営業施設一覧、発行済み営業施設一覧

となります。 
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アカウントを作成の際に登録した、
団体組織(個人または法人)の情報が表示されます。

アカウントを作成の際に登録した、
担当者の情報が表示されます。

 

 

申請者情報は、アカウントを作成の際に登録した、団体組織(個人または法人)の情報が表示さ

れます。 

担当者情報は、同じく担当者として登録した情報が表示されます。 

画面をスクロールすると、  
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申請中の営業施設の一覧が表示されます。

許可済みの営業施設の一覧が表示されます。

営業届出中や届出済みの営業
施設に対する許可申請を行う
場合は、こちらから対象営業
施設を選択して、「新規申

請」ボタンをクリックします。

 

 

「申請中営業施設」には、申請中の営業施設の一覧が表示されます。 

「発行済営業施設」には、許可証を発行済みの営業施設の一覧が表示されます。  

 

新規の申請を行う場合は、申請中の営業施設の一覧の下にある、 「新規申請」ボタンをクリ

ックします。 

 

【補足】ボタンの左にあるドロップダウンリストには、営業届出中や届出済みの施設一覧が表

示されます。 

同じ施設に対して新規の許可申請を行う場合は、こちらから該当営業施設を選択して「新規申

請」ボタンをクリックします。 

こちらでは新規の営業施設を登録するために、「新規営業施設」のまま、「新規申請」ボタンを

クリックします。 
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申請者情報

担当者情報

営業施設情報

申請許可業種

衛生責任者・管理者情報

衛生管理情報

施設情報

施設基準情報

オープンデータ開示情報

履歴情報

申請情報

 

 

「新規申請」をクリックすると、営業施設を登録する画面が表示されます。 

こちらが許可営業許施設を登録する画面の全体イメージとなります。 

画面の構成は上から、申請情報、申請者情報、担当者情報、営業施設情報、申請許可業種、衛

生責任者・管理者情報、衛生管理情報、施設情報、施設基準情報、オープンデータ開示情報、

履歴情報となります。 
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情報登録した際にシステムで自動発番した番号が表示されます。

申請状況が表示されます。

申請年月日が表示されます。

事業譲渡に関する申請の場合はチェックしてください。

アカウントを作成の際に登録した、
団体組織(個人または法人)の情報が表示されます。

新規申請の場合、アカウントを作成の際に登録した、
担当者の情報が表示されますが、一時的に変更が可能です。
※システムからのメール通知先は変更されません。

 

 

申請情報の整理番号は、申請情報が登録された際に発行される情報です。 

ステータスには申請状況が表示されます。未申請⇒申請内容確認待⇒検査待⇒発行待⇒発行済 

申請年月日は申請を実施した日が表示されます。 

譲渡のチェックボックスは、事業譲渡に関連する申請を実施する場合にチェックしてくださ

い。 

 

「申請者情報」「担当者情報」は、前画面と同様にアカウント作成の際に登録した情報が表示さ

れます。 

「担当者情報」は、一時的に担当者名及び連絡先電話番号を変更して登録することが可能で

す。 

これは、アカウントを共有して利用しているような場合に、保健所からの連絡先担当者を一時

的に変更したいような場合にご利用ください。 

※但し、システムから通知されるメールはアカウント登録された担当者のメールアドレスへ通

知されます。 

画面をスクロールすると、  
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スライド 8 

 

 

「営業施設情報」では、営業施設の情報を入力します。 
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スライド 20 

衛生責任者の情報を入力してください。

衛生管理者の情報を入力してください。

 

 

ここでは、飲食店営業を選択してみました。 

【補足】 

営業の種類の削除方法は、削除したい営業の種類の左側にあるチェックボックスをチェックし

て、マイナスボタンをクリックします。 

※データの状況により、そのまま削除される場合と、赤いマイナスアイコンが表示され、登録

する際に削除して登録される場合があります。 

 

次に、食品衛生責任者及び管理者の情報を入力します。 

上段に衛生責任者の情報、衛生管理者がいる場合は、下段に衛生管理者の情報を設定します。 

 

  



21 / 57 

スライド 21 

 

 

資格についてはドロップダウンリストから該当するものを選択し、受講した講習会・資格取得

年月日などの情報を入力します。 

【補足】任意項目ですが、保健所から差戻される可能性もあるため、正しく記載することをお

勧めします。 

 

「衛生管理情報」では、衛生管理計画の有無や、ＨＡＣＣＰへの取組、輸出食品取扱施設など

の情報をドロップダウンリストから選択して設定します。 
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「施設情報」では、簡易飲食店か？生食用食肉を扱うか？ふぐを扱うか？特別な注意が必要な

食品を製造するか？などを設定します。 

【補足】 

ふぐを扱う施設の場合は、ふぐを扱う方のお名前や、免許資格の情報を入力するフィールドが

表示されます。 

 

「営業施設ごとの個別基準」では、施設に関する共通基準及び選択した営業の種類や施設情報

の内容による個別基準について設定します。 

設定のために、「営業施設基準」のボタンをクリックします。 
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施設基準を設定する画面が表示され、 

上段が「営業施設に共通する基準」 

下段が「営業施設ごとの個別基準」を設定する画面となります。 

 

 

 

  



24 / 57 

スライド 24 

共通基準は全28項目あります
ので、スクロールして全ての
情報を設定してください。

 

 

営業施設に共通する基準は全２８項目ありますので、スクロールして全体について設定してく

ださい。 

 

個別基準については、選択している営業の種類や施設情報により項目数が異なりますが、全て

の情報について設定してください。 
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全ての設備基準について設定が完了したら「設定」ボタンをクリックします。 
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スライド 26 

設備基準の全ての情報が設定されると「確認済」と表示されます。
「未確認」と表示される場合は、再度設定を見直してください。

 

 

戻った画面で「営業施設ごとの個別基準」が確認済みとなっている場合は全ての情報が設定さ

れています。 

ここの情報が未確認となっている場合は、未設定の項目が残っているため再度設定を見直して

ください。 

【補足】 

また、ここの表示は、営業の種類を変更したり、施設情報を変更すると未確認に変更されます

ので、未確認となった場合は、再度設定を見直してください。 

ここまでの設定で、一時保存を実行してみます。 

「一時保存」は入力途中のデータを一時保存して、後で再度登録作業を進めるような場合に利

用します。 

一時保存するには、「一時保存」ボタンをクリックします。 

ボタンをクリックすると、一時保存のダイアログが表示されますので、OKボタンをクリックし

て一時保存を実行します。 

【補足】 

入力に時間がかかるような場合、接続時間のタイムアウトによりその後の作業が継続して実施

できなくなる可能性がありますので、必要に応じて適宜一時保存機能を利用して作業を進めて

ください。 
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オープンデータとして公開する情報の公開/非公開を設定します。

 

 

「開示情報確認」は、オープンデータとして公開される情報について、公開/非公開の設定を行

います。 

本システムにて申請・届出された営業施設の情報は、全てオープンデータとして情報公開する

対象となります。 

情報公開するにあたり、申請者名（法人の場合は会社名や法人番号、個人の場合は代表者名）

及びその住所、営業施設名称や屋号/商号、営業施設の所在地や連絡先について情報掲載の可否

を設定します。 

公開の場合は、情報が公開され、非公開の場合は、該当項目を空白として公開されます。 

 

営業許可申請では、図面などのファイル添付が必須となっているため、「ファイル登録」ボタン

をクリックします。 
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事業譲渡以外の場合に必須となります。

事業譲渡の場合に必須となります。

使用水で「飲用に適する水」を選択した場合に必須となります。

上記以外のファイル添付が必要な場合は、
こちらに設定してください。

申請項目以外の情報や連絡事項は、
こちらへ入力してください。

 

 

施設の構造及び設備を示す図面は、事業譲渡以外の場合にファイル添付が必須となります。 

営業を譲り受けたことを証する書面等は、事業譲渡の場合に必須となります。 

水質検査の結果は、使用水で「飲用に適する水」を選択した場合に必須となります。 

その他、上記以外のファイル添付が必要な場合は、その他必要書類①～⑤を利用してくださ

い。 

【補足】添付ファイルの最大サイズは、図面と水質検査のファイルは５ＭＢ、その他のファイ

ルは１ＭＢとなります。 

 

また、申請項目以外の情報や連絡事項は、備考欄へ入力してください。 

ファイルの添付は「参照」ボタンをクリックします。 
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ファイル添付の画面から戻り、許可申請に必要な情報が全て揃ったら、 
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スライド 35 

 

 

「確認」ボタンをクリックします。 
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登録内容の確認画面

 

 

登録内容の確認画面が表示されますので、 
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内容に問題がなければ、「登録」ボタンをクリックしてください。 

 

登録確認ダイアログで「OK」をクリックすると、申請情報が登録されます。 
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登録完了画面が表示され、システムにより整理番号が発番されます。 

 

「戻る」ボタンをクリックすると、 

 

 

  


